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１ 東京2020大会に向けた西東京市の取組方針（案）について 

２ ＪＳＮオランダ連携プロジェクトについて 

３ スポーツ施設のあり方について 

４ 西東京市スポーツ振興事業補助金の交付について 
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資料１ 西東京市スポーツ推進審議会委員名簿 

資料２ 東京2020大会に向けた西東京市の取組方針（案） 

資料３ ＪＳＮオランダ連携プロジェクト事業報告 

資料４ 西東京市スポーツ振興事業補助金交付要綱 

資料５ 平成30年度西東京市スポーツ振興事業補助金の審査 

 

【事前送付資料】 

 平成30年度第１回西東京市スポーツ推進審議会会議録 

記 録 方 法 □全文記録 □発言者の発言内容ごとの要点記録 ■会議内容の要点記録 

会  議  内  容  

１ 開会 

○会長 

ただいまより、平成 30年度第２回スポーツ推進審議会を開会する。 

本日は、岡田委員より欠席の報告を受けている。 

 

○スポーツ振興課長 

  前回の５月の審議会以降に、オランダ連携事業や市民体力テスト等を行った。今後もス

ポーツを生活の中に取り入れられるよう事業を進めて参りたい。 

  前回もお話したとおり、学校体育の関係者として、東京都立田無工業高等学校の早川校

長に委員を委嘱した。 

 

○事務局 

  今回、早川委員が初めての参加なので、各自自己紹介をお願いしたい。 



○各委員 

  自己紹介 

 

○事務局 

  配付資料の確認 

 

２ 議題 

（１）東京 2020 大会に向けた西東京市の取組方針（案）について 

○会長 

  事務局から説明をお願いする。 

 

○事務局 

資料２「東京2020大会に向けた西東京市の取組方針（案）」により説明 

  今年度、副市長を本部長とし、部長級職員を本部員とする庁内推進本部を立ち上げ、取

組方針を検討してきた。 

 組織委員会や東京都の取組方針等に基づき、他自治体の事例等も参考にしながら、本市

の取組方針案を取りまとめたので、お示しする。 

 サブタイトルにあるとおり、本市においては「健康」応援都市を目指していることか

ら、東京2020大会においても「健康」応援都市の実現に向けた取組となるよう構成した。 

 策定の趣旨、取組方針の柱、レガシーは資料のとおりである。 

 

○会長 

  委員から質問・意見等あるか。 

 

○委員 

  特になし 

 

○事務局 

 10月上旬に取組方針を策定する予定である。その後、各課でのオリンピック・パラリン

ピックに関連した取組を取りまとめ、進行管理を行う。 

 進行管理においては、適宜、審議会においてご意見をいただきたいと考えている。 

 

（２）ＪＳＮオランダ連携プロジェクトについて 

○会長 

事務局から説明をお願いする。 

 

○事務局 

  資料３「ＪＳＮオランダ連携プロジェクト事業報告」により説明 

  ６月にオランダから障害者スポーツの専門家が来日し、オランダにおける障害者スポー

ツのプログラムや、スポーツの要素を取り入れた健常者と障害者の相互理解の手法につい

て学ぶ事業を実施した。 

 当日は、３部構成とし、第１部は児童館において、指導者向けのワークショップにおい

てオランダの知識を学んだ。第２部は都立田無特別支援学校においてオランダの指導者が

知的障害の生徒にスポーツを指導する実践を見学した。第3部は実践編として児童館にお

いて、健常児と障害児の交流を支援する事業を行った。 

地域でスポーツを指導している各団体の方や障害児教育に携わっている62名の方々が参

加し、指導者として障害者本人の可能性に目を向ける大切さやクリエイティブにルールや

道具を変えて誰もが共にスポーツを楽しむ環境づくりなどを学んだ。 



○会長 

  委員から質問・意見等あるか。 

  また、参加された委員の方から感想をいただきたい。 

 

○委員 

  第１部のワークショップに参加した。視覚障害者の体験は、今まで経験したことがなか

ったので新鮮で、得がたい経験になった。 

 

○委員 

  オランダの指導者からは、プログラムに対する支援の方法の大切さを感じた。小学校に

おいてオリンピック・パラリンピック教育を行っている中でオランダとつながりがある。

ここでの経験をどのように繋ぐか、将来大人になって地域の中に巣立つときにこの時期の

経験が生きればと思う。 

 

○委員 

  第１部、第２部に参加して、参加者の方々はすでに障害者対応している方がほとんどで

あったと思う。一般人よりも障害者と関わっている人が多かったので、オランダから勉強

しようとしていたのがよくわかった。 

  第２部の特別支援学校では、知的障害の生徒がコーフボールの授業を体験していたが、

障害があるとは見えなかった。健常者も一緒にできると思う。コーフボールの指導者がい

れば、地域スポーツクラブはサポートができるのではないかと思った。 

 

○委員 

  オランダの専門家の説明は分かりやすかった。視覚障害者の体験をして、障害がある中

でのスポーツをする難しさを感じたり、街中にいる人たちも制限がある中ですごいと感じ

た。できるだけ勇気を持って手を差し伸べたいと思った。 

 

○事務局 

  コーフボールについては、11 月の西東京市民まつりにおいて、体験コーナーを設ける予

定である。また、小平市にクラブチームがあると聞いており、指導者の派遣等も検討して

いる。 

  事業の参加者に対しても、今後、情報提供やフォローをしていきたいと考えている。 

 

○会長 

  オリンピック・パラリンピック種目が増えて多様化している中で、パラリンピック競技

も多様化という意味で注目されているのだと思う。小さい頃から体験し、多様な価値観を

学習することが大切であると思う。 

 

（３）スポーツ施設のあり方について 

○会長 

事務局から説明をお願いする。 

 

○事務局 

  庁内の検討委員会において、スポーツ施設のあり方を検討してきた内容について、報告

させていただく。 

  現状を整理した上で、今後の方向性を示した。 

 

○会長 

  委員から質問・意見等あるか。 



○委員 

スポーツ施設の現状に利用状況が表に示されているが、「屋内施設」と「屋外施設」は

逆になっているのではないか。 

 

○事務局 

  訂正させていただく。 

 

○委員 

  利用状況に利用率が示されているが、定員に対する利用率か。 

 

○事務局 

  貸出可能の時間枠に対する実際の利用件数の割合である。 

 

○委員 

  スポーツ施設の老朽化について記載があるが、指定管理者が指摘した箇所を行政が修繕

を行うのか。スポーツセンター第２体育室を定期的に利用しているが、数年前から空調の

コントロールが効かず、暑すぎたり、寒すぎたりと、利用の際に困っている。利用者から

指定管理者に要望を出しているが、行政は把握しているのか。 

  また、今年から指定管理者が変わったこともあり、おしぼりサービスが始まったが、お

もてなしの心を感じられ、暑くても満足することができた。 

 

○事務局 

  スポーツ施設の修繕については、指定管理者との協定において、50万円以下の内容につ

いては、指定管理者が対応することとなっている。 

  50万円以上の修繕については、その都度市と協議し市の予算の範囲内にて対応する。ま

た、緊急性の高い箇所から予算計上し、計画的に施設の修繕を行っている。 

 

○委員 

新たな施設は整備できないと思うので、施設を使いやすくする方法が良いと思う。 

 

（４）西東京市スポーツ振興事業補助金の交付について 

○会長 

事務局から説明をお願いする。 

 

○事務局 

  資料４「西東京市スポーツ振興事業補助金交付要綱」により説明 

  このたび、補助金交付要綱を一部改正した。昨年度の交付件数は４件であり、今年度は

５か月半で既に４件の申請を受けている。予算の範囲内で多くの市民に対応できるよう補

助対象要件、補助金の限度額等について見直しを行った。 

 

○会長 

  限られた予算を多くの市民に活用できるよう要綱を一部改正したとのことである。 

委員から質問・意見等あるか。 

 

○委員 

  個人では申請できないということか。 

 

○事務局 

  個人の申請は、個人種目の競技において引き続き申請を受け付ける。 



○委員 

  予算がなくなった場合は、申請の受付を終了するのか。 

 

○事務局 

  第６条２項のとおり、予算の範囲内で交付をするため、受付を終了する。 

   

○委員 

  生徒の場合、東京都教育委員会からの補助制度もあると思うが、重複申請は可能か。 

 

○事務局 

  第７条のとおり、他団体補助金等を控除した額を交付する。 

 

  資料５「平成 30年度西東京市スポーツ振興事業補助金の審査」により説明 

 

○会長 

  委員から質問・意見等あるか。 

 

○委員 

  期日は、大会に出場した日としてこの記載方法で良いと思うが、補助対象経費に宿泊料

とあるが、何泊したのかを明記した方が良いのではないか。 

 

○事務局  

  今後は、記載することとする。 

 

○会長 

  補助金の交付について、承認するということでよろしいか。 

 

○委員 

  異議なし。 

 

○会長 

  異議なしということで、補助金の交付について承認されたものと決定する。 

 

（５）その他 

○会長 

  事務局から説明をお願いする。 

 

○事務局 

平成 30 年度第１回会議録について、ご承認をいただきたい。 

 

○委員 

  一同了承 

 

○会長 

  以上で本日の審議会は、閉会とする。 

 


